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５．経　　　　　費　　　　　　　　　　９９０千円
６．経費の主な使途
・調査滞在費（宿泊費のみを支出）

・若手研究者海外派遣
・若手研究者国内旅費（国際集会）
・研究者招聘旅費・謝金
７．プロジェクトの目的（４００字程度）
　　　　　　　　このプロジェクトの目的は、西洋由来ではあるが柔軟な内容を含む分析概念として近年展開してきた「シティズンシップ」という概念の地域的展開に関する資料を蓄積し、グローバル化によって対応してきた地域による読み替え、流用、再解釈に関する実態を把握することにある。梅屋の研究協力者F・B・ニャムンジョは、移民する動機を理解するには、情緒的側面への理解が不可欠であるとの提唱をしている（2013）。この方向性を引き継いで、梅屋はニャムンジョらとの共同研究を進めているなかで、シティズンシップ研究にも墓や位牌など死者を表象する象徴の存在や「死者のエージェンシー」といった概念を含めて考えるべきだとする議論が展開しつつある。つまり、例えば移民を例にとったときに、死んだ後の弔いの可能性が保証されていれば移住しやすいこともあるし、動機としては移住の希望があっても、自らの代々の墓や位牌が特定の場所にあるためにそこを離れたくないといった事情も容易に想定されうるからである。このように、生きている実際の狭義の形式的シティズン以外にも考慮に含めるべき要因が認められること、シティズンシップ理解にはそうした側面を含めるべきであるとの提案がなされている現在、情緒的なもの、死者の存在以外にも考慮すべき地域的なファクターを地域研究的に蓄積することで、従来では視野に入らなかったシティズンシップ概念の展開を目指す。また、本研究科で進められてきた「移民」の動機や動因についての民族誌的貢献および蓄積された資料を分析するための理論的な骨格を構築するうえで貢献することも構想されている。
Nyamnjoh, F. B. 2013 Fiction and Reality of Mobility in Africa,Citizenship Studies Vol.17(6-7):653-680.
８．プロジェクトの必要性（８００字程度）
１ シティズンシップ観念の再検討は、世界的には政策的としても各国の急務であるほか、専門地域の異なる研究者たちの比較研究のための有益な枠組みを提供してくれる。昨年度ほぼ同じメンバーで実施された「宗教の再帰性」研究と同様、どの地域でも共通して見て取ることができるグローバル化の一般問題であるからである。したがって、現在、この問題が重要ではない地域は地球上に存在せず、どの地域にも独自の問題が存在し、そのバリエーションはその社会の特徴を表している、という意味ではその社会の性格が集約するといっていいほどである。その意味では、すでに各メンバーの蓄積している民族誌的資料が大いに有効利用される可能性があり、費用対効果が大きいプロジェクトであるといえる。
２　さらに近年の動向として、もともとは西洋由来のローカル概念だったシティズンシップを、形式的な国民国家との成員権の関係にとどまらず、ある集団のなかで暫定的に発生する帰属意識や、特定の社会的主張を展開する際の物理的な土地とのつながり、そしてそのつながりの根拠として主張されがちな世代の深度など、もろもろの権利や所有権との関係でも展開しうるある程度の抽象概念として再検討が進んでもいる。そうした流れに、このプロジェクトは、１の強みを発揮して有効な視野を提示することができると考えられる。
３　しかしながら、何より重要なのは、本研究科およびセンターが近年進めている「移民」の問題を分析するのに、受け入れ側のヨーロッパあるいは北側の地域の制度的な部分の分析に引き比べて、必要が叫ばれながら十分な検討がなされていない、ヨーロッパなどへの移民送り出し側の事情を理解するのに、突破口となりうる概念のひとつであろうと思われるからである。また、「先住権」問題を議論するうえでも、形式的な意味でも主観的、分析的意味でも、この問題の検討が欠かせない。
４　近年梅屋が長崎大学との共同関係のもと開拓してきた南アフリカ、ケープタウン大学のグループとの共同研究でのキーワードはシティズンシップであった。そこで培われた研究成果をより大きく展開とするためにも、突破口となりうる問題意識である。
５　現在在籍の大学院生あるいは研究生にとってもその研究の延長上に位置付けることが可能なキーワードでもある。
９．プロジェクトの活動計画（８００字程度）
本プロジェクトのメンバーは、これまで長期間のフィールドワークを実施してきた調査地を有するとともに、形式的にであれ、理念的にであれ、当該国家・地域におけるシティズンシップ状況に関する知識も豊富である。具体的な調査地は、代表者のアフリカ（ウガンダ）、日本のほか、東アジア（日本、韓国）、東南アジア（インドネシア、ベトナム、タイ）、中東・北アフリカ（サウディアラビア、モロッコ）、オセアニア（オーストラリア、ソロモン諸島）、中南米・カリブ海地域（ジャマイカ、ガイアナ）などであり、これらの地域で調査・研究を遂行することで、世界的規模で生じているシティズンシップ概念の見直しと、制度的な整備や問題などを広くカバーしうる。このことで、このプロジェクトには、地域横断的な研究の可能性が開かれていると考えている。加えて、先行するプロジェクトで研究対象としていた宗教に関しても、本研究計画に与える影響は大きなものがあるはずであるが、キリスト教、イスラーム、儒教、仏教など多様な宗教の状況を考慮しながら分析することが可能である。その際に、各地の民間信仰やアニミズムを視野に入れつつ、それらを対置するのではなく、相互浸透や脱領域的性に着目することが重要であることはこれまでのプロジェクトと変わらない。

活動の中心は、まずはそれぞれのこれまでの研究の蓄積を持ち寄り、その共通点と相違点を突き合わせながら課題を明らかにし、視点や枠組みを検討することである。
ニャムンジョによって提唱された「情緒的側面」とそれを発展させようとして提案された「死者のエージェンシー」が出発点の一つになるかもしれない。つまり、経済合理性その他を優越する何かが人間の移動の動因として認められ、シティズンシップとして知られる、ある枠組みにおける成員権のようなものの獲得にも、生きている人だけではなく死んだ人の存在も関係しているかもしれない、という仮定である。ある場合には、自分の死後のことを考えて移住できないケースもあるかもしれない。また、一部の国では「移民」やストレンジャーなど、宗教や慣習の異なるものを葬る施設や場所を（かなり意図的に）確保していない。場合によっては、フォーク的な「穢れ」との認識さえ持つ場合があるという。そうした個別事例を持ち寄り蓄積することが議論の出発点になるだろう。
現在のシティズンシップ概念が、単に国民国家との形式的な関係だけではなく、環境問題や医療問題（「治療のシティズンシップ」［西　2017『文化人類学』81（4）, 2017］）、経済活動、政治運動、市民運動など、多様な領域に広がる特徴を持っていることから、関連する他分野の研究者を招き（将来的には共同研究の組織化のために）、議論や意見交換を行う。必要があれば、このプロジェクトに向けた基礎的情報を得るための短期の予備的調査を行う。また、大学院生、神戸大学大学院出身のポストドクターを中心に海外に派遣し、研究補助およびそれぞれ本プロジェクトに関連する調査研究を実施する予定である。
分担者の役割については、それぞれの通暁する地域に関してはそれぞれの分担者が責任を持ち、研究者招聘などの手配を行うほか、若手の研究を方向付けるよう努力する。ただし、できるだけパロキアルなプロジェクトにならないよう、それぞれの専門「地域」に閉じこもらないように緩やかなかたちで他地域の研究活動にかかわるよう、意識的に進めていく予定である。

本プロジェクトは、以上のような地域に関する幅広い調査・研究を実施することで、複雑かつ多元的なシティズンシップの現象面と理論面の包括的かつ横断的な理解を目指すものである。加えて、神戸大学の他部局や他大学の研究者を含めたプロジェクトに発展させることを将来的な目標としており、そのための予備的報告（国際文化学紀要、近代など）、学会発表（日本文化人類学会、「宗教と社会」学会、移民学会、各地域研究学会など）を通し、外部資金獲得に向け業績を積み上げる予定である。
　さらに現在応募中のいくつかの科研費などの外部資金とも連携可能なかたちで構想されている。
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